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　2  メディア  
2.1  文字/テクスト
　写真以降の映画、テレビ、コンピュータといったメディアが普及
したのは20世紀になってからである。それ以前の記録メディア
は、文字/テクストが主であった。アライダ・アスマンは、文字/テク
ストというメディアについて次のように説明している。
「すでに古代エジプト人は、文字を最も確実な記憶メディアとし
てたたえている。自らの文化を千年以上も過去に遡って振り
返った彼らは、巨大建造物やモニュメントが廃墟となって横た
わっているのに対して、その時代に由来するテクストが連綿と
書き写され、読まれ、学ばれていることに気がついた。彼らは、
脆いパピルスに記された、黒いインクの痕跡が、費用をかけて
しつらえた高価な墳墓よりも長続きするモニュメントであることを
認識した。西暦紀元前十三世紀に由来するパピルスの一つ
は、墳墓と書物の保存力を比較して、第二の社会的な死、つま
り忘却に対しては、文字の方がより効果的な武器であるという
結論を出している。」［2, p.217］
　 しかし、留意しなければならないのは、文字は、15世紀まで、一
部の特権的な階級に位置する者のみが使用できる特殊なメディ
アであったということである。識者のみが文字を書き、読むことが
できた。つまり、文字というメディアによって築かれた「集合的記
憶」があったとするならば、それは一部の知的階層の間のみで
あった。当時の民衆のほとんどは、村や街といった身体で把握で
きる共同体意識しか持っていなかったであろう。おそらくは、祭儀
などを通して築かれる共同体としての「集合的記憶」はあったと思
うが、それはあくまでも村といった狭い範囲でしかなかった。しか
し、1450年頃のグーテンベルグによる印刷技術の発明以降、言
語に関する状況は大きく変容することとなる。『想像の共同体』の
著者、ベネディクド・アンダーソンによれば、欧州圏の王朝文化
の崩壊は、言語を読み書きできる知識人が、その特殊技能を手
放さざるをえなくなったことに起因するという。欧州圏における多
くの王朝やキリスト教（カトリック）では、ラテン語による文字のみが
正当であった。つまりラテン語の読み書きをできる者たちのみが、
それぞれの国家や宗教という枠組みの「集合的記憶」を共有して
いたといえる。民衆は、当時、俗語に過ぎなかった、初期のドイツ
語や英語、フランス語などを、それぞれの方言を交えて口語とし
て使用していた。
　しかし、グーテンベルグによる印刷技術と、マルティン・ルター
による宗教革命によって、民衆たちの言葉（俗語）で翻訳された
聖書が出版され、またたくまに欧州全域に「出版による俗語」が
普及することとなる。近代の訪れが、啓蒙思想と産業革命による
ものであることは良く知られているが、ベネディクド・アンダーソン
は、その背景にはラテン語の地位の失墜と、出版による公用語の
広がり、それに伴う「国民」という意識の広がりがあったことを指摘
している。
「第一に、もっとも重要なこととして挙げるべきは、出版語が、ラ
テン語の下位、口語俗語の上位に、交換とコミュニケーション
の統一的な場を創造したことである。フランス語、英語、スペイ
ン語といっても、口語はきわめて多様であり、これら多様なフラ
ンス口語、英口語、スペイン口語を話す者は、会話において
は、おたがい理解するのが困難だったり、ときには不可能で
あったりするのだが、かれらは、印刷と紙によって相互了解でき
るようになった。（……）出版によって結びつけられたこれらの
読者同胞は、こうして、その世俗的で、特定で、可視的な不可
視性において、国民的なものと想像される共同体の胚を形成
したのである。」［4, p.84］
　彼が述べる「可視的な不可視性」こそ「集合的記憶」を的確に
表す言葉であろう。この状況になってはじめて、民衆は、身体を
超越する「集合的記憶」を獲得することとなる。しかし、この段階
でもまだ、出版メディアは、現在におけるマス・メディアと言えるほ
どの力は獲得していなかった。なぜならば、18世紀までは、公的
義務教育が確立していなかったため、全国民が文字を読めると
